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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、埼玉県を中心とする関東地方中央部地域の言語地理学的調査のデータベース化
を行った。データベースは 20 の資料の約 1500 項目からなっている。作成されたデータベース
を用いることで、埼玉県方言の分布形成の構造の解明の基礎として役立てることができる。ま
た、これらの地図を組み合わせることによって、埼玉県方言だけでなく、関東方言研究、共通
語形成の研究にも貢献できるであろう。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this study, I created a database about the geolinguistical survey in the center of 
Kanto area around Saitama prefecture. It contains about 1500 items of 20 surveys. 
Using this database, it is useful to clarify the structure of the formation of the 
distribution of Saitama dialect. By combining these data, it will contribute to progress 
in the study of not only Saitama dialect, but also Kanto dialect and Standard 
Japanese. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 埼玉県は関東地方の中央に位置している。
関東方言が使用されており、隣接する東京、
群馬、栃木、茨城と類似した特徴をもつ。首
都近郊の県南東部は、他県からの移住者が人
口の大半を占め、共通語化が著しい。県内の
大半が関東平野にあり地理的に周辺地域と
の境界が少ないこともあり、埼玉県の方言研
究は、「埼玉県において特徴的な方言現象、
地域に注目した研究」と「関東全域から埼玉

県を位置づける広域的概要研究」が主流であ
る。 
 関東方言は現代日本語における共通語の
基盤となっている。埼玉県は、共通語の中核
区域となる東京２３区と隣接している。東京
方言と周囲の関東地方の諸方言とがどのよ
うに影響を与え合っているのかを分析する
上で、埼玉県方言の詳細な研究は非常に重要
である。 
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 関東地方各地の詳細地図や、広域地図を組
み合わせることによって、埼玉県方言をはじ
めとする関東方言研究の発展に寄与するこ
とができる。また、データベースは地理情報
システム（ＧＩＳ）において分析利用し、方
言研究におけるＧＩＳを用いた分析方法の
発展にもつながる。 
 埼玉県中央部は、全体としては農村部であ
り、伝統的方言の残存が多いことが予想され
る。隣接する県南部は東京通勤圏であるため
共通語の影響が強いが、反対側に隣接する県
北部や県西部は方言的特色の強い地域とな
っている。こうした地理的に中間的な地域と
なる県中央部の言語状況の解明は、埼玉県方
言の形成の分析の進展につながる。 
 首都近郊の方言は、強力な共通語化にさら
され衰退の危機にあり、埼玉県方言もその一
つである。埼玉県方言の詳細な研究は、こう
した状況下における方言動態を解明する上
での核心となる。 
 
３．研究の方法 
 
 東京方言と周囲の関東地方の諸方言とが
どのように影響を与え合っているのかを分
析するために、関東中央に位置する埼玉県方
言の詳細なデータ収集を行うことは非常に
重要であると考える。 
 研究は以下のように行う。 
 
(1)資料収集 
 関東地方における未入手、未電子化の方言
地図を中心とする方言調査資料のデータベ
ース構築作業を行う。 
 埼玉県方言の言語地理学的分析には隣接
地域の資料が不可欠であり、そのため埼玉県
と接する地域（主に関東地方）における既存
の資料とあわせてデータベース化する。 
 
(2) 調査 
 埼玉県中央部を対象にした調査の実施す
る。データベースの結果をふまえ、周辺地域
との連続性や当該地域における方言的特性
を考慮して調査を行う。 
 
(3)調査結果の電子データ化作業 
 調査結果を電子データにするための入力
作業を行う。 
 
４．研究成果 
 
 本研究で作成した、関東地方における方言
地図資料のデータベースについて概要と利
用例を示す。 
 作成したデータベースは、 
 

 (a)埼玉県周辺地域における方言地図
調査語形一覧表 

 (b)埼玉県周辺地域における方言地図
項目対照表 

 
の２種類である。(a)は、埼玉県周辺を調査
した言語地理学的調査データ（方言地図・グ
ロットグラム等）について、調査項目と回答
語形を対照できるようにしたものである。デ
ータベースが巨大になるため、項目対照のみ
を抜粋した(b)も作成した。 
 データベースは 20の調査データ、約 2000
の地図・グロットグラムからなる。対照を行
った 20の資料を表１に示す。 
 

略称 方言地図名 発行年 編者

LAJ 日本言語地図 1966-1974 国立国語研究所

GAJ 方言文法全国地図 1989-2006 国立国語研究所

関東 関東地方域方言事象分布地図 1974-1976 大橋勝男

利根川 利根川流域言語地図 1971
井上史雄・加藤正信・

高田眞・徳川宗賢

埼南 埼玉県言語地図 1984 柴田武

埼東 埼玉県東部言語地図 2009-2010 亀田裕見

秩鶴 秩父郡市言語地図 1986 鶴田秀樹

秩外 秩父地方方言地図 1978
東京外国語大学日本語

ゼミナール

上武１ 上武国境地域言語地図 1978
東京成徳短期大学方言

研究クラブ

上武２ 上武国境地域言語地図 1979
東京成徳短期大学方言

研究会

北群 北部群馬言語地図 1984
東京成徳短期大学方言

研究会

東京 東京都言語地図 1986 東京都教育委員会

東神 東京・神奈川言語地図 1988 井上史雄

神奈川 神奈川県言語地図 1979 神奈川県立博物館

Q Qグロットグラム 1991 井上史雄

SF SFグロットグラム 1985 井上史雄

常磐 常磐国境地域言語地図 1982
東京成徳短期大学方言

研究会

山梨 山梨県言語地図集 1988 永瀬治郎

郡内 山梨県郡内地方言語地図 1986
都留文科大学方言研究

会

東金 千葉県東金市近傍方言地図 1986
学習院大学方言研究会

日本大学方言研究会  

表１・データベースの方言地図一覧 
 

 広域調査の地図は、全国レベルの「日本言
語地図」「方言文法全国地図」、関東全域の「関
東地方域方言事象分布地図」があり、この３
つの地図を基本として対照を行っている。 
 埼玉県を取り扱った地図としては、秩父地
域の「秩父郡市言語地図」「秩父地方方言地
図」「上武国境言語地図(1)(2)」、東南部地域



 

 

の「埼玉県言語地図」「埼玉県東部言語地図」
「利根川流域言語地図」の６つ（７種類）で
ある。このほか、埼玉県の周辺地域（東京・
神奈川・山梨・千葉・群馬・茨城）から８つ
の資料を、また、グロットグラムとして２つ
の資料をデータベース化した。 
 調査項目数は、異なりで 1514項目になる。
この全項目と回答語形を入力（すでに公開さ
れているものはそのデータを利用）し、これ
らの項目について対照を行った。 
 表２は、データベースからの抜粋である。 
 

地図名

項目名 項目
番号

項目名 回答語
形

地図
番号

項目番
号

項目名 回答語
形

159 たけう
ま(竹

57 竹馬 タケア
シ;ビッ

160 おてだ
ま(お手

100/1
01

お手玉
遊び/

ナッコ、
オテダ

27 語彙項
目37

おてだ
ま

ナッコ;
ナッコ

161 おてだ
ま・か

100/1
01

お手玉
遊び/

ナッコ、
オテダ

27 語彙項
目37

おてだ
ま

ナッコ;
ナッコ

162 おてだ
まあそ

100/1
01

お手玉
遊び/

ナッコ、
オテダ

163 おに
ごっこ

74 おに
ごっこ

オニ
ゴッコ

28 語彙項
目38

おに
ごっこ

カクレ
ンボ;カ

164 かくれ
んぼ(隠

29 語彙項
目39

かくれ
んぼ

オニ
ゴッコ;

165 かくれ
んぼ(隠

29 語彙項
目39

かくれ
んぼ

オニ
ゴッコ;

埼玉県言語地図 埼玉県東部言語地図

 

表２・データベースの例 
 
 各地図ごとに、項目番号（地図番号を示す
こともあり）、項目名、回答語形（見出し語
形のみの場合もあり）の一覧からなり、実際
の地図画像を見ることも可能である。 
 しかし、データベースのサイズがかなり大
きくなることや、閲覧性に欠けるため、質問
項目の対照だけからなる抜粋版を作成して
いる。 
 多くの地図で調査対照となっている項目
は以下のとおりである。 
 

項目名 数

かまきり(蟷螂) 13
かたつむり(蝸牛) 13
ひきがえる(蟇・蟾蜍) 12
かたつむり(蝸牛) 12
かたあしとび(片足跳び)をする 11
ものもらい(麦粒腫) 11
おてだま(お手玉) 11
かたぐるま(肩車) 11
つらら(氷柱) 11
おたまじゃくし(蝌蚪) 10
とかげ(蜥蜴) 10
しあさって(明明後日) 10  

表３・多くの地図にある項目 
 

 また、「日本言語地図」にない項目で、こ
のデータベース、すなわち埼玉県周辺部での
調査項目となっている項目は以下のとおり
である。 
 

項目名 数

霜柱 7
じゃんけん 7
めんこ 7
ありじごく 7
大工 6
来ない 5
赤とんぼ 5  

表４・「日本言語地図」にない代表的項目 

 
 データベースの利用例として、11の地図で
採用されている項目「おてだま」について、
示す。 
 図１「日本言語地図」や図２「関東地方域
方言事象分布地図」といった広域調査の場合、
埼玉県の地点数は少なくなってしまう。 

 

図１・「日本言語地図」 

 

図２・「関東地方域方言事象分布地図」 

 
 「おてだま」は狭い範囲に複数の語形が分
布している。しかし、どちらの地図も埼玉県
内の調査地点の間隔が荒いため、詳細な分析
には適さない。 
 一方、埼玉県の方言地図では、「おてだま」
は５つの調査（上武国境地域言語地図を１つ
とみなす）が実施されている。個々の地図の
調査地点が精密であり、同一項目の地図を組
み合わせることで、大量の地点の大きな地図
となりうる。 
 以下に、詳細地図を示す。 
 



 

 

 

図３・埼玉県東部言語地図 

 

図４・埼玉県言語地図 

 

図５・秩父地方方言地図 

 

図６・秩父郡市言語地図 

 

図７・上武国境地域言語地図 

 
 以上の５つの地域は、東部（図３）、南部
（図４）、西部（図５・６・７）であり、組
み合わせても北部・中央部が欠けている。 
 広域地図（図１・２）を見ると、北部に語
形の境界線があることや、中央部に特殊な語
形があることがわかるため、北部・中央部の
詳細調査が有用であることがわかる。 
 調査データとの統合は、今後も継続し、こ
のデータベースを将来的には公開していき
たいと考えている。 
 また、調査についても調査地域は、埼玉県
全域から隣接都県にも広げ、調査対象を高年
層と中年層など複数の世代にすることで、重
層的な研究ができると考える。その際に、本
研究における埼玉県中央部のデータは基盤
となると思われる。 
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